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コーポレートソリューション部門

コーポレート
サポート本部

日本事業
「強靭化」

海外事業
「飛躍的成長」

♦コーポレートサポート本部 ♦ＣＳＲ本部（Corporate Social Responsibility)

⇒経営目標達成に取り組む事業部門を
徹底的にサポートする

⇒企業の社会的責任を果たすため、
ＥＳＧ経営をリードする

E
(環境)

S
(社会)

Ｇ
(ガバナンス)

＊ＣＯ２排出削減30％

＊安全
＊コンプライアンス
＊品質

＊ダイバーシティ推進
＊ワークスタイル・

イノベーション
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イノベーションの切り⼝

グループ
＆

グローバル

ダイバー

シティ

リスクコスト

人材育成

５つの切り⼝で仕事を⾒直し、経営⾰新に挑む

経営革新

⽇通グループが挑戦するイノベーションは、⻑期ビジョンの実現に向けて、
企業のあり方・考え方を根本から革新すること （経営計画2023より抜粋）



Copyright © 2020 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. 3

間接部門コスト削減の取組み
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ＲＰＡの推進について

創造的な企画業務や営業活動など、本来実施すべき業務にかける時間の創出
⇒ 生産性や品質の向上、コスト削減、新ビジネス創造の可能性を生み出す。

ＲＰＡを導入したねらい

〜実施済業務 事例〜

★経理関係業務
★通運関係業務
★作業計画関係業務

★ペーパーレス推進による総務系業務の自動化対応
★AI-OCR ｘ ＲＰＡ

〜今後導入を計画しているＲＰＡ事案〜
数値目標

・ 全社員対象のeラーニングによる啓蒙活動
・ 業務を分析・標準化しＲＰＡに対応させるＲＰＡマスター育成と各支店への配置
・ 海外各ブロック、国内関係会社のＲＰＡ導入支援

ＲＰＡを推進するための施策

● 2021年度末 累計100万時間 時間創出

● 2020年度末 累計 70万時間 時間創出

● 2019年度末 40万時間 時間創出
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ＳＳＣ（経理）の推進について
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間接部門コスト削減 2019年度 実績

日本事業の強靭化
２０２３年度
目標値

２０１９年度
実績

組織の大くくり化・
管理組織のスリム化

▲４５億円 ▲１１億円

▲１１億円

＋１．５億円

組織再編成に伴う再配置１２４名
（１２４名×９００万／人）

超勤（事務系社員）

人材派遣費（事務系）
事務プロセスの改革 ▲５０億円

合計 ▲９５億円 ▲２０．５億円

DOWN

DOWN

ＵＰ
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間接部門コスト削減 2020年度
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２０２０年度 目標
（対前同）

第１四半期
（対前同）

人員の更なる再配置
（間接部門）

▲９億円
（▲１００名）

－

本社人員の再配置
（間接部門）

▲９億円
（▲１００名）

－

超勤
（事務系社員）

▲１０億円 ▲４．４億円

人材派遣費
（事務系）

▲３億円 ▲０．３億円

合計 ▲３１億円 ▲４．７億円

取組の加速
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社員制度改⾰
概要

想定 ： 2019年度 100億円増 2023年度累計 200億円増

実績 ： 2019年度 48億円増

見通し ： 2020年度 11億円増 2023年度累計 120億円増

人事制度改革

• 社員区分

• 役割等級制度

• 定年年齢段階的

延長

• 休暇制度

賃金制度改革

• 同一労働同一賃金

• 退職金制度

• 福利厚生制度

評価制度改革

• 役割評価

• 価値行動評価

• 成果評価

現場力の強化

• ＣＳＲ

• 安全衛生専任者
配置

• チーム制の見直し

コストインパクト
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２０１９年度

414,884 t
▲53,185 ｔ

過達

２０２３年度

▲24,000 ｔ

２０１９年度

女性：50.5％
男性：68.0％

２０２３年度

男性社員と
同水準

２０１９年度

40.9％
(2017年度

対比168.3％)

２０２３年度

２０１７年度比
倍増

ＫＰＩ （⻑期ビジョン実現のための取組み）

２０１７年度

468,069 t

指標

２０１８年度

女性：48.2％
男性：71.8％

２０１７年度

24.3％
指標

目標数値
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は一切責任を負いませ
んのでご承知おきください。


